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上海銀銭業の票拠交換制度

木毅

The Clearing System in Shanghai 

Takeshi Miki 

Abstract 

Let me explain the clearing system in Shanghai， Republic of Chin乱 around
1935. 

The clearing hOl1se w必 originalIye3tablished by banks to simplify and 

facilitate the change of their c1aim宮 a'3checkョ，drafts，bills and notes. Modern 

c1earing hOl1se exerLises， in addition to the principal function of clearin';r， secon-

dary fl1nction as rendering assistance to members， fixing the rates of interst 

on deposits，fixing the rat白3of exchange and charges on c01lections， gathering 

credit data for members and pub1ishin雪 statementsrelative to cJearings and 

condition of member banks etc. The clearing house in Shanghai， however， 
was unbecoming to an organization to do itョfunctionseffectively on the whole. 

It was the most important or essencial defecl that the clearing system was not 

unificative. 1n Shanghai th巴rewer巴 threec1巴aringhouses which b巴longed

ecclusively to the group of Chinese Native Banks， Foreign Banks and Chinese 
Commercial Banks and 白 chof them carried out the settelem巴ntof own claims. 

Therefore， one of the member banks belonging to one group used to entrust 
another with clearing. The acting method of clearing was not so complex but 

to make the trustor to pay many sacrifices; the trustor had to have in his 

aヨencya deposit， for example， what Cdinese commercial Banks had in Chainese 
Nalive Banks amounted to about eighty million Tael in 1933. It may be said 

in this conection th司tthe average funds were onJy about five hJllldr邑dthousan1 

Ta巴Iin the same year. 

What was the real cause of such a disunion? 

It will answer the above-mentioned question that the thre巴groupsof banks 

were respectively under the control of Feudal Powers， Foreign Powers and Racial 
CapitaJist Powers in China. In conclusion， such a result was the reflection of 
the reality that the social characteristic of China was cOlonial， semicolonial 

anヨsemifeudal.

I 問題

小論は所謂外難を中心とする上海銀銭業の票拠(手形)交換制度を観察したものである。票

拠交換制度を考察の対象とし，これを上海の銀銭業にかぎったのは，中国経済の資本主義的性

格が金融資本において特異の表現をとり，叉上海を除外して中国金融に論及しえない事情によ

るものである。なお考察の期聞を一八四二年から一九三五年においたが，これはこの時期に票
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796 木 毅

~交換制度が中国経済の性格にふさわしい成熟をとげたものと考えたからである。

E 上海流逼の票拠
(a)上海の金融市場に流通する票拠(手形〉は，発行機関によって銭荘票拠， (支票，涯票，荘票)

および銀行票拠(支票，程票，本票)，票拠の性質によって支票〔小切手)，涯票〔送金為替)お

よび荘票又は本票(約束手形)，貨幣の種類によってj医劃票拠および劃頭票拠，貨幣の単位によ

って銀両票拠および銀元票拠等に区分される。1

(b)支票の使用は殆んど普及していない。商家が民金銭荘にむけて支票を切り荘票と交換する

ことを椋票というが，銭荘においては支票の木来的使用よりも椋票のための使用が多い状態で

ある。

(c)為替業務は古来から銭荘の重要な業務のーであり，涯票乃使用はかなり流行している02

(d) 銀行つ4~票の flï場流通は微々たるもので.割引も実際にはあまり行われていない。これ問中

央銀行の再割引が行われない事情によるが，最大の原因は銭荘荘票の盛んな流通にある 03

(E:)荘票l土銀行本票と略々性買が同じく，顧客の要求によって脹出す無記名証券である O 顧客

が荘票の発行を要求する場合，予め銭荘に準備金を設定Lておかねばならない。 しかし準備と

なるものは顧客の預金でゐり，村票の方法が行われるが，銭荘の放資は主として対人信用であ

るから，実質的には取引実置によって無準備発行が行われうる。

荘票の形式は各荘によって若干の相違はあるが次の如きものであるO 票回中央に金額，右に

荘票番号，左に返金期日を記載する。片票との切取線上に割印，中央金額の上に荘印および左

上に発行年が捺印される。この外右下にIi匿劃嬰カ両点鐘後明日照解」の文章が記される。涯

劃嬰力は銭荘と他業種聞の票拠授受(銭荘同業問であれば単力)を意味し両点鐘後，明日照

解は当票拠が午後二時過ぎは授受できず，翌日現金化することを示すものである 04荘票の期限

4 

荘
同
市
の
形
式
を
示
せ
ば

王文釣:

2 玉文約:
同寅初:
楊蔭湾:

3 馬寅初:

上海i嘆拠清算制度，方顕延編輯，
中国経済研究 (f) P.810. 
前掲書， P.H11. 
中華銀行論， P.336. 
中国金融論， P.237-244. 
前掲書， P.351. 

※ 」、二、三、四、玄、六、七、八，7L、十を中国文字では
1.11、目、X，d、土、止、主、女、十と示す

(楊蔭湾: 前掲書， P.229) 
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上海銀銭業の票拠交換制度 797 

には五日，七日，十日の三種があり，十日以上をでるものはない。票面金額は最低十両，時と

して六，七両のものもあるが，最高限度はない。荘要発行額について統計が少く詳かでないが

一九一九年上海銭荘の荘票発行数は一家平均一万枚，粟面総額一千五百万両から三千五百万両

で平均二千万両，合計十六，七億万両といわれている。5

荘票は銀行券に勝る権威ある信用手段であり，流通票拠ヰl最も有力なものであって，中国商

工界はもとより外国銀行，外商等に広く流通し，銀行本票の遠く及ぶところではなかった。銭

荘が無限責任組織であり，叉暫，聯の相互扶助に支えられ債権者に対する保証が輩固で、あると

共に，荘票は銭荘の第一債務であること，幣制素乱により流通手段として荘票の信用が高まっ

たこと，荷為替に代って荘票が使用さをたこと，涯劃総会による荘票交換制度が整備されたこ

と等によって荘票流通が推広されたものである。6

(f)荘票を含め銭在の票胞を一括して涯劃票拠と呼ぶが，涯劃票拠の特徴は仁凡収解銀円J5票

拠上蓋有 o匪劃)字様之図章如当日持薬取現概帰次日照付J7とあるやうに，票面に必ずj匪iU
の字句が記され，期日到来又は持参の翌日現金化されるところにある。涯劃票拠は銀銭両業に

使用されるが，もともと銭荘の専用票拠であるため， l'同業銀子」の称がある。

(g)外国銀行使用の票拠を一括して童U頭票拠と呼び，外国銀行団を外灘銀行と総称するところ

から， l'外灘銀子」ともいう。

(h)中国新式銀行は古来の慣行に従いj匿劃票拠を使用したのであったが，一九一七年以来中国

交通，通商，江蘇の諸行が劃頭票拠を専用L.期江興業，漸江実業，上海，大字，四日月，金城

大陸，中南，中国農工，塩業，東西，広東の諸行はi匿劃，劃頭両票拠を併用している 08

j医劃票拠は涯劃総会，劃顕票拠はi匿豊銀行の交換に付され，これらの票拠は，廃両改元前，

i匿事j銀両および銀元，書Uim銀両および銀元の四種があった。銀行票拠交換所開設以後，中固有「

式銀行間往来の票拠は，当交換所で交換されることとなったが，市面に則応して銀元，銀両四

票拠を共に取扱い，廃両改元時は，七一五の公定比価によって，元，両票拠を交換した09 随

って嬢両改元以後交換票拠の貨幣種類は，銀元およびj医劃銀元の両種となった。

目 上海票拠受換所の分立

(a)王承志はいう「われわれが中国金融の特殊性を考察するに当って，しばしば麓多の困難に

言 楊蔭滞:前掲書.P.230. 
上海市銭業業規，第四十一条。

6 楊蔭湾:車掲書， PP.232-233. 
潟寅初: 目Ij掲書.P.351. 

7 上海市銭業業規，第十六条。
8 楊蔭滞: 前掲書.P.255. 
9 元両m交換比率を示せば
毎銀本位幣一円=上海符両(純銀)0.6992':0ヲ
カ日 鋳 費=上海銀両(鯨銀)0.0157327 
毎銀本位幣一円 E 上海銀両(純銀)0.71雪 {民国二十二年(一九三三年〉三月二日廃両改円令}
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遭遇する。中国の金融業は秩序整黙と Lた有機体ではなく，その内部に極めて複雑かつ崎型的

な要素を合んでいるかちで、あるJ10と。この中国金融の複雑，崎型的要素は， 中国金融界にお

ける銭在，外国銀行および中国新式銀行の集団勢力の割拠性に匪胎するものであって，馬寅初

も中国金融における流弊百出の原因を，これら三集団の不統一性に帰せしめている。11

上海における票拠交換機関の分立は，その母体たる金融業の不統一性に根ざすものであって

其処における票拠交換制度はかかる関係から産出された崎型児に外ならない。

上海銭業同業公会j医劃総会，外灘j医豊銀行および上海銀行業同業公会聯合準備委員会票拠交

換所は，それぞれ銭荘，外国銀行および中国新式銀行の各集団に専属する票拠交換機関で、ある。

(b)中国における票拠交換制度ーはすで、に清朝末葉光緒年聞の荘票交換に始まるといわれるが，

これが雁劃総会における票拠交換方式の濫腸をなすものであるoi医劃給、会の交換銭荘は，上海

銭業同業公会の会員(これを入国荘という〉であるi医劃荘に限られ，他の未入閣小、在および中

国新式銀行は入圏在に代理交換を委託することとなっている。銭業同業公会えの入会は，特区

に属するものは六百五十元，南市に属するものはー百九十五疋の入会費を納め許可されるが，

この外入国荘は特区一百元，南市五十元の年費を納め，一九三二年上海銭業聯合準備庫設置後

は同庫に交換尻決済のため当座勘定を開立する。12

j医劃荘の支票，および荘票を総称してj医劃票拠といい，このj医劃票拠の専用交換機関が涯劃

総会であり，光緒十六年(一八九O年〉創設されたといわれる。 i医劃票拠，就中荘票は清朝時代

から流通し上海における流通票拠の大宗をなすものであった。随って涯劃票拠の交換機関で、

為る雁劃総会は，上海票拠交換機関中最も権威ある存在でおった。

(c)外国銀行の支票， i医票および本票を劃頭票拠というが，この集中交換機関が涯豊銀行であ

るoi医豊銀行の交換に加入する銀行は，俗に外灘銀行と呼ばれるi医豊，支加利，花旗，横浜正

金，東方j医理，有利，荷蘭，徳華，華比，台湾，三井，三菱，住友，朝鮮，大英，大通，安達

の外国銀行と劃頭票拠使用の中央，中国，交通，通商，江蘇今中国新式銀行である。

会員外の銭荘および、中国新式銀行は，外灘銀行に代理交換を委託しなければならない。

一九三三年まで中国新式銀行は独自の票拠交換機関をもたず，しかもi医劃票拠を専用してい

たものであるから，票拠交換はあげて銭荘の代理交換に委託せざるをえない状況にあった。中

国新式銀行は当初古来の金融慣行に従いj医事j票拠を使用したのであるが，銀行木票の流通が普

及せず，信用取引上荘票の流通性に依存ぜざるをえないこととなり， i医劃果、拠の使用はすでに

慣行上の形式を離れて制度的なものとなった。しかし一九一七年中国銀行が劃頭票拠を使用し

10 豆承志: 中国金融資本論， P.I-2. 
11 馬寅初: 中国銀行論， P.361-362. 
12 上海市銭業同業公会章程，第一条，第五条，第三十二~三十三条。
よ海銭業聯合準備底章穏，第七条p 第十一条Q
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はじめ，前記の中央，交通，通商，江蘇の諸行がこれに向調L，その後中国新式銀行中，銭荘

に依存するものはj医劃票拠をj医劃総会に，外国銀行に依存するものは劃頭票拠をi医豊銀行にそ

れぞれ代珂交換を委託することになっていたので、ある。13

代理芝換の手続は極めて繁雑な土に，委託銀行は代斑銀おに頂金(これを頭繭又は頭存とい

う〉をもたねばならない。銀行票拠交換所開設以前，銭荘におけるヰl国新式銀行の頭視は七，

八千万I局、に逮Lたといわれる。当時一流銭荘の平均資力は四，五十万両であり，これからLて

七，八千万両の資力のもつ意義と，委託銀行の負担がし、かに大きいもので、あったかを知ること

ができるのである。14

(u)銀行票拠交換所の開設は一九三三年であるが，設立の計劃はすで、?と一九二二年以来数回に

わたり上海銀行業開業公会によって行われている。一九二二年目1菜、公会は票拠交換所準備委員

会を組織し章程三十条を草定した。ついで一九二四年同業公会の新屋落成まで中国銀行を暫定

交換所とする上海銀行業同業公会票拠交換所臨時期法を決定Ltこが，交通銀行が'11国銀行と同

様の転l医(振;註)権利を主張Lて実施にいたらなかった015 a九二五年公会の新度が落成，交

換所準備庫等の設備が完友L，主主程二十二条が議決され翌一九二六年前記臨時弁訟を改正し

中国交通商行の合組による交換暫行耕訟が復議されたがいづれも実施されず、廃案となった。一

九二八年中央銀行が開設L，交換所成立の最も大きな障王寺で、あった中国，交通両行の角逐が存

消Ltこ。一九二九年票拠法公判jされ，一九三三年上海事変の金融恐慌による資力格養の必要ーか

ら上海銀行業同業公会聯合準備委員会が成立し漸く同年一月十日同委員会の推進によって票

拠交換所開設の運びとなったので、ある。10

銀行票拠交換所の交換銀行は銀行業同業公会加盟の銀行であるが，新加入銀行は営業実横二

年以上，交換銀行二家以上の紹介を必要とし交換1;日入賞は一千元，五百元，三百元の三種お

よび保証金三万元，二万元，一万元の三種の仁l~，各銀行の資力に応じてそれぞれ一種を選択，

納付することとなっている。17

一九三三年〔三月一日〉はあたかも廃両改円令の実/喝された年で、あった。廃両改元前は票拠

も両元の煎j単位があり，銭荘および外灘銀行は銀両思拠を，中国新式銀行は銀元京拠を使用し

ていたのであるが，廃両改元によって中国新式銀行の業務が推広され，票拠交換制度統一上絶

好の機会にめぐまれたものである。 しかしこの改革によって劃頭票拠の交換中心がj医豊銀行か

ら銀行票拠交換所に移ったものの，銀行票拠交換所の交換に付される涯劃票拠は中国新式銀行

間に往来するものに限ちれ，他は依然と Lてj医劃総会の交換に委ねられ，上、前銭業同業公会聯

13 楊蔭滞: 中同金融論， P.231. . 
14 潟寅初: 中華銀行論， P.336. 
馬寅初: 中国金融制度之欠点輿其改革方案，申報月刊，第三巻，第一号。
1ち モ文的: 上海之葉興清算i!iU度，方顕延編輯，中国経済研究， (ド)， P.816. 
16 楊蓬博: 前掲欝， P.265. 

!7 よ侮銀行業同栄公会聯合準備委員会票拠交換主主程，第二条，第五~六条。
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800 一一 木 毅

合準備庫の成立以後，銭荘は銀行票拠交換所における代理交換方式から完全に離脱する『こいた

ったのである。18

銀行票拠交換所設立の目的は，交換制度を一元化することでなければならない。随って銀行

イ票拠交換所の性格は超集団的で、なければならないはずで、あった。ところが銀行票拠交換所は中

ゃ国新式銀行の専用機関となり，銭在その他の金融業を差別視して代理交換制度を踏用したため

h他の交換機関との対立を深め，一元化はおろか，上海票拠交換は原有のi匿劃総会および外灘銀

行に新設の銀行票拠交換所を加えて，ここに三角関係を形成することとなったのである。19

N 上海菓拠受換の実際方式
(a)上海銭業同業公会j医ilJ総会の票拠交換方式は「入会同業収付銀両在五百両以上銀元在五百

元以上均取去単当晩至総会葉総多?!JJ総会劃条向収訣窓総会劃条照解」と規定される，一般に事L

公単制といわれるものである020

これによれば靴公単制は，三票面総額五百両(元〉以上について公単授受，三公単の交換およ

び劃条の発行_-_c:::..劃条による交換尻の決済の三手続を内容とするが，この外に，@五百両(Je)

以下の端数(昆銀数という〉の決済 があり，これら四手続が事L公単制の全容をなすものでお

る。 この三の手続を「送銀票j といい，毎日午後二時過ぎ行われるo 2の手続が所謂「率[公

単」であり，毎日午後七時過ぎ雁劃総会において行われる 021

伊jをあげてこれを明かにしよう。

某日甲荘，乙荘の票拠十枚，票面総額十四万一千三百五十両を受入れる。午後二時後，甲荘

これを乙荘に持参，乙在この票拠の正否をたしかめ(これを験栗又は照票という )，公単十四

万一千同を軒、出し，甲荘に手交する。

同日乙荘，甲荘の票拠ト六枚，票前総額十三万四千二百五両，丙荘の票拠八枚，票面総額十

五万五千六百両を受入れる。

同日丙荘，乙荘の票拠十一枚，票面総額十三万八千八百五十両を受入れる。

午後二時後，前述同様の手続を経て，乙荘は甲荘公単十三万四千両および丙荘公単十五万五

千五百両を，丙在は乙荘公単十三万八千五百両を受取る。

午後七時， i医劃総会における公単交換の結果，乙荘は甲荘に七千両，丙荘に三千両の交換尻

のあることが明かとなる。 l医劃総会は劃条をもって各荘にこの旨を通告する Q

18 馬寅初: 中華鍍行輸， P.337. 
三E文釣:前掲書， P. 812. 

19 馬寅初: 中国金融制度之欠点輿其改革方案，申報月刊，第三巻，第一号。
王文釣: 前掲書， P.813. 
20 上海銭業営業規則，第二十条。
21 王文的: 上海之禁拠清算制礎，方顕延編輯，中国経済研究， (f)， P，812. 
楊奮滞: 中国金融論， P守257，
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劃条は交換尻に対する通知書:で、あって，この通告に従い翌日現金決済が行われるのである。22

現金決済によらない場合は，訴票又は拝借といわれる所謂コール・マネーの方法がとられ，折

息(力日7.Kともいわれ，利子の意味である〉が商議される。しかし交換尻の有無およびその金額

は送銀票の折に判明しているのであるから，寧L公単以前にあらかじめ持票が契約され，この分に

ついて公単が授受され，随って実際には卒L公単は平衡となり劃条の発行は行われないのが普通

である。加水は毎千両ー銭から一銭二，三分，毎千元最大七角となっている 023

五百両(元)以下の尾数銀は各荘において暫時記帳され，旧暦〔一九三O年以後は新暦〉毎月

二日，十六日の両日，銭業同業公会内における各荘提出の票現基金(尾数銀決済基金)によって

一括清整されるものである。一九二四年までは足数銀差額(前例によれば，甲荘から乙荘え二

百五両，乙荘から甲荘え三百五十両，その差額乙荘受取り百四十五両，および乙荘から丙荘え

五十両，丙荘から乙荘百両その差額丙荘受取り五十両〉について毎日現金によって決済されて

いたのであるが，たまたま永豊銭患の事・務員が路上で決済用の現金を強奪される事件が起り，

一九二五年各入国荘は一万両づ、つ公会に提出し票現基金を開立，現金決済にかえたので、ある。

一九二六年街豊荘の倒産によって票拠恐慌が起り，尾数銀が各家基金を超過すること一万二千

両余となり，このため一九二七年前述の二日，十六日の両日に分割決済することとし尾数差

額の累積を警告し基金内決済を経憩したので、ある。一九二八年各家基金一万両を三万両に増

額し，基金総額は三百四十九万両に達したといわれている。但

22 公単および条雷]の形式を示せば

23 上海市銭業同業公4誉会員協約，第三条。
楊蔭j専:前掲書， P.99. 
24 楊蔭湾:前掲芦， P.260， 
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代理交換における車L公単は，入圏在相互間のそれと異るところはないが，送銀票にいたる千

続が極めて繁雑である。

某日甲銀行，丙荘の票拠一枚一万両を受入れる。甲銀行これを代理荘乙荘に送る。乙荘午後

二時後これを丙荘に持参し，照票の後丙荘公単一万両を受取り，午後七時後総会において清算

する。このとき乙荘は甲銀行当座勘定の貸方に一万両を記入するO

某日丙荘，甲銀行の票拠一枚二万五千二百両を受入れる。丙荘これを甲銀行に送る。甲銀行

験票の後丙荘に劃条(小切手の一種で、持参入に対するー一覧払の手形)二万五千両を与え，丙荘

これをFfl銀行の代理荘乙荘に持参する。乙荘これを申銀行に提示，甲銀行照票して回単(受取

証)を乙荘に手交し乙荘これに従って公単二万五千両を丙荘に振出し，同時に甲銀行当日E勘

定借方に二万五千両を記入するoB5

某日甲銀行，丁銀行の票拠一位一万元を受人れる。甲銀行これを丁銀行に提示，丁銀行劃条

プ万元を受取り代理荘乙荘に与え，乙荘これを丁銀行代理荘丙荘に送る。丙荘これを丁銀行に

提示i丁銀行の回単を受領しこれによって公単一万元を振出l丙荘に与え，他方丁銀行当座

勘定借方に一万冗を記入する。乙荘は丙在公単一万元を受取り総会の車L公単に付L，他方甲銀

行当座勘定貸方に一万元を記入する。こうして委託銀行甲， T両行の貸借関係は代理荘乙，丙

同荘の貸借関係に変り，甲，乙および丙，丁はそれぞれの当座勘定により，乙，丙はj医劃総会

における執公単によって貸借を清整したわげで、ある。

上述のやうに涯劃総会の車L公単制は極めて複雑な手続を必要とししかも総会における執公

単は，交換の全過程からすればその一部分に過ぎない。交換の主要部分であり実質的交換を構

成する送銀票，交換尻および尾数銀の清算はL、づれも場外取引であり，去半授受の銭荘が数十

家に及ぶのが普通であるから，そのための時間と人力の浪費は計りしれないものがあった。

一九三二年上海銭業聯合準備庫が設立され，交換尻が当準備!童における各荘当座勘定によっ

て集中決済されることになり，多少手続上の繁雑さが是正された。なお総会における票拠交換

について依拠すべき単一の法規がなく，上泊銭業業規等の関係条項を適用するのであるが，こ

の適用が往々各荘の慣行によってゆがめられ，無用の手続をうみ，交換能率を著しく低下させ

ることとなっている。

しかし車L公単市IJの最も大きな駅陥は代理交換にある。委託銀銭業は代理荘に票力(手数料〕

を支払わればならない。票力は両について毎ー千回単力七分，壁力一銭四分，元について毎千元

最低一角となっている。叉委託銀銭業は代理荘に当座勘定をもたねばならず，銀行が銭荘にも

つ預金額は七，八千万両を下らず，銀行票拠交換所開耕後においても，なお，三，四千万両の

巨額に達したといわれている。銀行準備金η浪費はもとより，銀行のうける預金利子と貸付利

25 王文釣: 前掲書， P.813-814. 
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子との差額収削も大きなものであったと考えられる Q 当時銭荘と中国新式銀行との預金構成は

六対四の割合で、あり.銭荘の実質的資力は透かに中国新式銀行を凌駕するもので、あった。この

やうな事情から商家は銭荘折息、に追随し，上海折息市場は銭荘の操縦するところとなっていた

のである。26

(b)劃頭票拠の交換はi医豊銀行において行われるが，これに参加する銀行は外灘銀行と中国，

中央，交通，通商，江蘇等の中国新式銀行である。

某日甲銀行，乙銀行の票拠一枚五千両を受入れる。甲銀行これを乙銀行に提示，乙銀行この

票拠によって暫時劃条(小劃条)五千両を甲銀行に振出し，同時に涯豊銀行劃条(大劃条)を

j医豊銀行から受入れ，甲銀行に与え先の小劃条と交換する。甲銀行は終業後大劃条を集計し横

帳(犬横帳) (一覧表〕を添えてj医豊銀行に送り交換する。交換尻はj医豊銀行における各銀行

開立の当座勘定の転帳によって清整する。

代理交換はj医劃票拠の場合と同様可成り手続きが複雑である。

某日甲荘，外灘乙銀行に一万両の債務が発生した。この場合甲荘は代理荘丙銀行に開立する

当座勘定によって支票一万両を振出L乙銀行に与えるとLづ方法は行われない。甲荘，丙銀行

に対し支票一万両を振出し，丙銀行の小劃条一万両と交換Lて乙銀行に与える。乙銀行，小劃

条を大劃条にかえi医豊銀行の交換に付する。

某日甲荘，外灘乙銀行票拠一枚一万両を受入れる。甲在これを乙銀行に提示，乙銀行験票の

後小劃条一万両を甲荘に与える。甲荘これを代理銀行丙銀行に送る。原則と Lて委託銀銭業は

毎J日終業後受取った小劃条を整理し横帳(小横帳)を添附して代理銀行に送り，その回単を査

収することとなっている。丙銀行，IJ、劃条を大劃条にかえ涯豊銀行の交換に付ーする O 他方丙銀

行は甲荘当座勘定の借方に一万両を記入する。

委託銀銭業は代理銀行に必ず当座勘定を開立しなければならないが無頭存の場合も実質的に

は劃頭票拠の交換ができる。

某日甲荘， i医豊銀行に十万両の債務が生じる。甲荘は外灘いづれの銀行にも頭存をもたない。

たまたま乙荘，正金銀行の票拠三万両，丙荘，花旗銀行の票拠七万両を受入れる。乙，丙両荘

が外灘銀行に対する債権を甲荘に譲渡すれば，甲荘はこれによって外灘銀行えの債務を清算す

ることができる。すなわち票拠市場において，甲荘および乙，丙両荘聞にカ日71<が商談される。

この取引が「劃頭交易Jである。甲荘が公単十万両を発行し乙荘に三万両，丙在七万を手交し

て劃頭票拠を取得する。各荘は関係外灘銀行に劃条をもってこの旨を通知する。劃頭交易は劃

民票拠とj医劃票拠との交換であるが，事j頭票拠1土当日付現であり， i.医劃票拠は次日照解である

26 馬寅初: 中華摂行論， P.336. P.368. 
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この取引で乙，丙両荘は一日の利子を失うことになる。このため甲荘は乙，丙両荘にーから，

日分の利子を支払わねばならない。これが加水(この場合は劃頭加水)である。27劃頭加水は

しかし上述の無頭存交易は三家

に限られ，いづれにせよ正常の代理交換には頭存が必要である。劃頭， i区劃両票拠を併用する

銀行は銭荘，外灘銀行の双方に預金をもたねばならず犠牲が培加することになっているのであ

三分，毎千元最高七角となっている。毎千両一銭から一銭二，

る。28

既に関説するやうに，痩両改元以後外灘銀行往来の劃頭領両はrjl国新式銀行往来の劃顕銀元

ぜに交換されるところとなり，随って劃頭票拠の交換総枢はj医豊銀行から銀行票拠交換所に移る

ぐc)一九二二年銀行票拠交換所の開設によって，中国新式銀行は漸く代理交換方式からぬけで

ることができた。当所の交換方式は大体イギリスの制度にならって作られたものといわれ， i.医

こととなっている。

劃総会の車L公単制に比較してはるかに簡略である 029

銀行票拠交換所の交換銀行は上海銀行業同業公会加盟の銀行である。交換銀行は交換尻決済

のため当所に銀行果拠について銀元当座預金およびi民主1銀元票拠についてj医劃銀元当座勘定を

開立する030

交換所の交換は日曜，休日を除き毎日午後一時からと午後三時三十分から二回行われる。 し

かし華商証券交易所の閉会日は票拠交易が轄較するため，午後四時四十五分から第三次交換を

追加する。なお三上曜日の第ニ次交換はill!i劃銀元に限って行われる 031

雷l条の形式を示せば27 

上海銭業同業公会会員協約，第八条。
楊蔭湾: 前掲書， P.99. 
玉文釣: 前局書， P.819. 
上梅銀行業同業公会聯合準備委員会票拠交換章程，第三条，第五条，第六条，第二卜一条。
目白掲章程，第十七沢。
玉文釣:前掲書， P.819. 

‘剛鴫

(楊蔭j専:fIIJ掲書， P.264) 
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交換銀行は行内において受入票拠の各票面に「某銀行某月某日交換」の注印を捺L，銀行別

貨幣種類別に票拠枚数，票田額を提出票拠通知単に，票拠総数，票面総額を交換差額計算表の貸

方および第一報告単にそれぞれ記入し票拠と一括して伝送員，計算員を付L交換所に送る。32

交換所に到着後計算員は第一報告単を所内の総結算員に手交，総結算員はこれにもとづき票

拠総数，票面総額を甲種交換差額結算表の貸方に転記する。提出票拠は伝送員によって相手方

の計算員に交付され，計算員は提出票拠通知単と照合の後，票拠を自行に回送，同時にこの票

拠数，票面額を交換差額計算表の借方に記入する。交換終了後，交換差額計算表の貸借計およ

びその差額を第二報告単に記載，総結算員に送る。総結算員はこれにもとづき甲種交換差額総

結算の借方および差額欄に転記，貸借総数および交換差額総数を算出する 033

第二次交換の総括は乙種交換差額総結算表に集計されるが，これに甲種交換差額総結算表の

諸項目を合算，全日の貸借総計および交換尻総額が算出され，交換銀行の交換尻が確定する。

交換尻は毎日銀元当座勘定について午后五時前，1.医劃銀元当座勘定について午后四時前，随;時・

決済される。交換銀行は交換差額転帳声請書を作製，所中の総計算員はこれをど乙種交換差額総

結算表に照合し，転!肢の後転帳証明書を与える 03壬

もしも交換銀行が自行開立の当座頭金残高で交換尻を決済しえない場合は，次の方式によっ

てこれを補足する。銀元当座勘定に関しては当日午後五時前聯合準備委員会公単によって同委

員会から訴票し補足する。涯劃銀元当座勘定に付いては当日午後四時前当銀元座勘定残高を担

保として委員会から掠票して補足するか，又は交換銀行相互間で訴票を行い補足しこれを聯

合準備委員会に通知，転帳を行う O 補足をおこたった場合は違反行違として交換票拠の撤回が

行われるか，又は補足額を保証金によって処理転!擬され繰戻がさけられる仕組となっている。

違反銀行に対しては交換停止が宣告される 035

先に伝送員によって回送された自行振出しの票拠は台帳によって審査される。不正粟拠につ

いては支払い拒絶(退票という)が行われる。当日午後六時前，退票理由単を原票拠に添聞し

て委員会を経由元提出銀行に返還する。退票の元提出銀行は直ちに退票票面額について退票転

帳芦請書を作製，委員会に送り転帳の手続をとらねばならない。違反銀行に対しては補足の場

合と同様の処置と罰則が適用される 036

銀行業同業公会加盟外の銀行，信託会社および銭荘は代理交換を委託するのであるが，会員

と同じく二年以上の営業実績をもち，会員と同額ずの入会金および保証金を納付し，代理銀行に

銀元，ii区劃銀元両種の当座勘定を開立しなければならない。

委託銭荘又は銀行から提出された票拠は，委託銭荘叉は銀行の名称が裏書き又は捺印される

外は，会員銀行の提出票拠と同様「某銀行某月某日交換Jの注印が押され，交換所の交換に送
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られる。代理銀行は委託銀銭業の票拠数，票面額を計算，月末交換所に報告する。交換尻は代

理銀行の当座勘定によって清算されるが，預金残高によって清整できない場合は，当日銀元に

闘しては午後五時前， i医劃銀元については午後四時前掠票によって補足しなければならない。

補足違反については会員銀行と同様の処置と罰則が適用される。退票手続およびその違反処置

罰則も同様である 037

銀行票拠交換方式は車L公単制に比べて簡単で、あり，代理交換においても極力委託銀銭業の負

担軽減を計り，入会金，保証金，当座頂金等については会員同等の取扱いを行ってをり，これ

らの諸点に関してはたしかに進歩的であるといえる。しかし他集団銀行に対して代理交換制度

を採用したことは，他の銀銭業との対立を意識の上に置き，統一性を欠くものであって，交換

制度の一元化が期待される折柄まことに時宜をえないものとなっているのである。

V 結語

票拠交換所は銀行が日日受入れた他銀行を支払い場所とする票拠をもちより交換し相互の貸

借を相殺し直接現金の授受に代え，現金取引の手数，費用および危険を省くため組識するも

のでらるが，これら票拠交換の基本的職能の外に，貨幣利子の確定，信用資料の蒐集，情報交換等

所謂銀行の commonwelfareに関する諸問題に対して統一的手段を提供する職責をもつもの

である。然し上述明かな如く上海票拠交換機関は必ずしもこれらの職能を果すにふさわしい性

格をもつものではないQ そのよって来る重要な，しかも本質的な原因は票拠交換制度の不統一

性であり，このやうな不統一的状態をもたらしたものは中国の変則的資本主義制に外ならない。

中国金融市場における原有勢力は銭荘を中心とする封建的勢力であるが，一八四二年間口以

来在華銀行を中核とする外国勢力が中国に扶植した勢力網は極めて広くかっ深いものがある。

外国勢力は中国経済を独占し，いかなる新興勢力の発展をも締出してしまう性格をもつもの

であった。外国勢力は民族資本家勢力を庄倒L，封建勢力を温存する結果となり，このため中

国経済の資本主義的発展は甚だしく変則的な様相をもつものとなったのである。

中国経済の独立と金融の自主性を快復するためには，民族資本家勢力がまず封建勢力および

外国支配勢力から解放されることがなければならない。

票拠交換制度の統一も，結局はこれを産み出したた経済的社会的環境を整理することなくし

ては不可能である。

意乃器は「貨幣問題は中国の一重要同題であるが，しかし中国の基本問題ではない。中国の

基本問題は民族的解放問題であるJ38 と述べているが，まことに至言といわねばならない。

(昭和29年6月18日受付)

37 前掲章程，第三十五~四十六条3
38 意乃器: 幣制改革後金融政策之重fι 東方雑誌、，第三十三~，第ー号。
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